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〈
東
京
都
連
合
平
成
29
年
度

　  安
全
就
業
標
語
優
秀
賞
受
賞
〉

　
平
成
29
年
９
月
29
日
（
金
）
東
京
し

ご
と
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
、
平

成
29
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安

全
大
会
に
お
き
ま
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー

の
小
幡
節
子
会
員
が
、
東
京
都
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
が
選
ぶ
、
平

成
29
年
度
安
全
標
語
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
昨
年
12
月
に
当
セ

ン
タ
ー
に
て
、
安
全
標
語
の
優
秀
作
品

に
選
ば
れ
、
東
京
都
連
合
に
推
薦
し
、

受
賞
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

（
安
全
管
理
委
員
会
）

〈
会
員
手
帳
の
配
布
〉

　
お
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月

１
日
（
水
）
よ
り
事
務
局
に
て
お
渡
し

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

●
●
編
集
後
記
●
●

事
業
予
定

平
成
29
年

10
月
10
日
㈫
　
会
員
の
就
業
相
談

　
　
11
日
㈬
　
就
業
希
望
懇
談
会

　
　
12
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
12
日
㈭
　
東
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
12
日
㈭
　
南
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
13
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
13
日
㈮
　
西
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
16
日
㈪
　
北
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
18
日
㈬
　
中
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
19
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
20
日
㈮
　
第
６
回
理
事
会

11
月
９
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
12
日
㈰
　
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
　
15
日
㈬
　
配
分
金
支
払
い

　
　
16
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
17
日
㈮
　
第
７
回
理
事
会

12
月
３
日
㈰
　
福
祉
ま
つ
り

　
　
14
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
15
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
21
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
22
日
㈮
　
第
８
回
理
事
会

平
成
30
年

１
月
９
日
㈫
　
会
員
の
就
業
相
談

　
　
11
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
18
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
19
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
19
日
㈮
　
第
９
回
理
事
会

秋の風景（会員内藤忠治さん）学童クラブ班（西部・多摩川有志）

小学校（東西）　健康体操（有志）

　
次
の
職
種
で
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

を
対
象
に
、
研
修
会
を
計
画
い
た
し
ま

す
の
で
事
務
局
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

①
除
草
　
②
草
刈
り
（
機
械
刈
り
）　

③
植
木
剪
定
　
④
大
工
・
左
官
　

⑤
襖
・
障
子
　
⑥
壁
装

※

技
能
職
後
継
者
育
成
研
修
案
内

「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」

　
運
動
し
て
も
痩
せ
な
い
し
、
本
を

読
む
と
目
が
か
す
む
こ
の
頃
で
す
が
、

お
陰
様
で
食
事
も
お
酒
も
美
味
し
く

い
た
だ
き
、
さ
さ
や
か
な
仕
事
に
生

き
が
い
を
感
じ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

も
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
シ
ル
バ
ー
人
生
を
皆
さ
ん
も

楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　
今
回
、
会
報
の
編
集
を
通
し
、
ま

た
新
し
い
仲
間
に
出
会
え
た
感
じ
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
も「
こ

ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
方
・
素
敵
な

方
」
を
是
非
紙
面
で
ご
紹
介
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
号
で
は
、
派
遣
契
約
に
よ

る
就
業
機
会
の
拡
大
に
つ
い
て
特
集

し
ま
し
た
。
私
た
ち
も
シ
ル
バ
ー
独

自
の
派
遣
制
度
を
正
し
く
理
解
し
、

積
極
的
に
就
業
機
会
の
拡
大
に
対
応

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
先
月
、
調
布
駅
に
待
ち
に

待
っ
た
大
型
の
商
業
施
設
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
映
画
の
街
「
調
布
」

が
ま
す
ま
す
現
実
に
な
っ
て
来
ま
し

た
。
私
達
シ
ニ
ア
世
代
に
と
っ
て
も

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
チ
ャ
ン
ス
到

来
で
す
ね
。 

（
田
中
　
伸
一
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

〈
事
務
局
人
事
異
動
（
８
月
１
日
付
）〉

　８
月
１
日

よ
り
お
世
話

に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
不

慣
れ
な
点
も
多
く
あ
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
一
生
懸
命
勤
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

担
当
業
務
　
民
間
企
業
・
除
草
・
草
刈
・

　
　
　
　
　
塗
装
・
大
工
・
畳

事
務
局
だ
よ
り

須
藤  

豊

　
　
　
主
任

若
江  

智
子

　
　
　
主
事

国
立
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
派
遣
研
修
の
た

め
１
年
間
の
出
向

国
立
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
当
セ
ン
タ
ー

へ
派
遣
研
修
の
た
め
１
年

間
の
出
向若江智子主事

優
秀
賞
受
賞
作
品

「
め
ん
ど
う
だ

　
　
　そ
れ
が
い
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　事
故
の
も
と
」
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

図－1　今までの「請負」での働き方

発
注
者
（
会
社
等
）

シ
ル
バ
ー
会
員

シルバー人材
センター

★発注者から直接指揮・命令を受けてはいけません

　発
注

　依
頼

　契
約
金

　支
払

　配
分
金

図－2　シルバー派遣事業での働き方

発
注
者
（
会
社
等
）

シ
ル
バ
ー
会
員

財団
〈派遣元〉

地区事業所
（シルバー
人材センター）

★派遣労働会員として働く場合派遣先での就業時、
　指揮命令の下で働きます

派
遣
契
約

雇
用
契
約

派
遣
料
金

請
求
支
払

賃
金
支
払

シ
ル
バ
ー
の
働
き
方

「
請
負
」「
派
遣
」
こ
の
違
い
わ
か
り
ま
す
か
？

シ
ル
バ
ー
の
働
き
方

「
請
負
」「
派
遣
」
こ
の
違
い
わ
か
り
ま
す
か
？

○地区全員交流会日程（午前10時開催）
地区

東部

西部

中部

南部

北部

つつじヶ丘児童館ホール

文化会館たづくり12階大会議場

グリーンホール（小）

グリーンホール（小）

文化会館たづくり12階大会議場

10月12日（木）

10月13日（金）

10月18日（水）

10月12日（木）

10月16日（月）

実施日 場　所

（
総
務
部
会
）

部
会
だ
よ
り

地
区
全
員
交
流
会

　
地
区
ご
と
に
会
員
の
皆
が
顔
を
合
わ

せ
る
年
に
一
度
の
交
流
会
が
、
今
年
も

次
の
日
程
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆

様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

平
成
29
年
度

上
半
期
理
事
会
報
告

安
全
点
検
結
果
の

　
　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　
第
１
回
・
安
全
就
業
強
化
月
間
（
７

月
）
に
安
全
点
検
の
実
施
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
全
職
群
班
か
ら
実
施
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
忙
し
い
中
、
安
全
支
援
員

（
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
）
の
皆
さ
ま
に
は

改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
安
全
点
検
10
項
目
の
結
果
よ
り
全
職

群
班
共
に
、「
安
全
」
へ
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
か
ら
、
守
ら
れ
て
い
な
い

項
目
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
い
た

し
ま
す
。

一
、
作
業
前
に
軽
い
柔
軟
体
操
で
体
を

ほ
ぐ
す

　※

手
足
指
首
肩
腰
を
ほ
ぐ
し
て
事
故

防
止
に
努
め
る

一
、
共
同
作
業
で
は
合
図
、
連
絡
を
正

確
に
行
う
こ
と

　

※

単
独
で
も
、
自
分
が
自
分
に
注
意

を
喚
起
し
て
み
て
は
如
何
。

　
こ
の
よ
う
に
就
業
現
場
に
合
っ
た
工

夫
を
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
今
後
共
、
事
故
防
止
に
会
員
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
安
全
管
理
委
員
会
）

発注者満足度調査　集計報告 今回は除草班の発注者を対象にした7月の調査報告です。

＜調査結果＞
①就業態度（仕事への意欲・仕事ぶり・立ち居振る舞い）について

回答数 対象数 106 回答数 回答率（％）63 59％

満足 48 やや満足 普通 やや不満足 不満足 記入なし・不明8 7 0 00

②接遇態度（言葉づかい・服装等身だしなみ）について
満足 47 やや満足 普通 やや不満足 不満足 記入なし・不明8 8 0 00

③就業内容（実務）について【仕事の仕上がりはいかがでしょうか】
満足 50 やや満足 普通 やや不満足 不満足 記入なし・不明8 5 0 00

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

事業実績内訳表

会員数

受託件数

就業実人数

契約金額

H29
6月

H29
7月

1,581

912

967

56,734,867

1,594

899

1,009

59,186,277

H29
8月

1,596

848

994

57,133,341

地　区
東部地区
西部地区
中部地区
南部地区
北部地区
計

新入会員数（H29年7月～9月）
男
6
5
3
3
6
23

女
1
3
4
2
7
17

計
7
8
7
5
13
40

（
事
業
部
会
）

63

平成29年10月 平成29年10月
CHOFUSHI SILVER JINZAI CENTER

第148号 働くよろこび
CHOFUSHI SILVER JINZAI CENTER

第148号 働くよろこび

　
派
遣
会
員
と
し
て
、
７
月
よ
り
ヤ
マ

ト
運
輸
府
中
東
支
店（
飛
田
給
）で
働
い

て
い
ま
す
。
朝
５
時
か
ら
９
時
ま
で
の

勤
務
で
す
。
出
勤
時
に
出
勤
時
刻
、
退

勤
時
に
退
勤
時
刻
を
勤
務
表
に
記
入
し
、

支
店
長
か
ら
確
認
印
を
も
ら
い
ま
す
。

業
務
開
始
前
に
は
特
別
指
示
事
項
の
伝

達
や
、
新
人
が
い
れ
ば
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
す
が
、
な
に
も
な
け
れ
ば
５
時
に

は
持
ち
場
に
つ
き
作
業
に
入
り
ま
す
。

　
新
入
時
に
仕
事
の
内
容
の
説
明
は
あ

り
ま
す
が
、
あ
と
は
先
輩
の
仕
事
の
仕

方
を
見
て
覚
え
る
こ
と
が
中
心
で
、
ど

う
し
て
も
分
か
ら
な
い
場
合
は
先
輩
に

聞
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る
人
達
は
、

シ
ル
バ
ー
の
会
員
仲
間
７
名（
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
週
２
〜
４
日
の
勤
務
）
と
他
の

派
遣
会
社
の
社
員
と
ア
ル
バ
イ
ト
社
員

合
せ
て
常
時
12
〜
13
名
で
、
ヤ
マ
ト
運

輸
社
員
の
指
揮
命
令
の
も
と
全
員
で
協

有料駐輪場
藤原　登

派遣会員
尾形　龍雄

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

中部清掃
小幡　節子

　
私
は
今
、
調
布
南
第
一
駐
輪
場
で
自

転
車
整
理
の
仕
事
を
週
２
、
３
日
し
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
バ
イ
ク
野
郎
の
履
歴
は
、
約

50
年
に
な
り
ま
す
。
ホ
ン
ダ
、Ｂ
Ｍ
Ｗ

を
始
め
14
台
ほ
ど
に
乗
っ
て
今
に
至
り

ま
す
。

　
幸
い
今
日
ま
で
こ
れ
と
言
っ
た
事
故

も
な
く
、
快
適
な
バ
イ
ク
ラ
イ
フ
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
て
き
ま
し
た
。
ツ
ー
リ
ン

グ
で
は
、
行
き
交
う
ラ
イ
ダ
ー
と
の

ピ
ー
ス
サ
イ
ン
、
バ
イ
ク
を
操
り
風
を

切
り
、
体
全
体
を
使
っ
て
走
る
楽
し
さ
、

又
、
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
曲
が

り
く
ね
っ
た
道
路
）、
林
道
な
ど
、
五

感
に
訴
え
る
確
か
な
感
覚
は
、
何
も
の

に
も
か
え
難
い
充
実
感
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
他
に
も
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の

ラ
イ
ダ
ー
と
の
出
会
い
、
会
話
の
楽
し

さ
や
こ
れ
か
ら
走
り
た
い
各
地
の
名
景
、

名
所
旧
跡
、
遥
か
な
旅
路
へ
の
憧
れ
等
、

尽
き
ぬ
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
東
北
大
学
の
川
島
教
授
の

「
バ
イ
ク
は
脳
の
若
さ
に
効
果
が
あ
る
」

と
い
う
テ
レ
ビ
の
情
報
を
見
て
、
我
が

意
を
得
た
り
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

の
び
の
び
広
場

バ
イ
ク
野
郎
の

　
　
　
　人
生
履
歴

安
全
就
業
標
語

　
　
　応
募
に
寄
せ
て

力
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
業
務
で
す
が
、
最
初
に
配
達
用
ト

ラ
ッ
ク
の
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
に
氷
を
詰

め
る
作
業
を
行
い
、
そ
の
あ
と
主
な
作

業
で
あ
る
宅
配
荷
物
の
積
み
替
え
と
仕

分
け
を
行
い
ま
す
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
一

台
が
朝
５
時
ま
で
に
は
到
着
し
て
お
り
、

12
〜
13
方
面
別
に
待
機
し
て
い
る
配
達

用
ト
ラ
ッ
ク
に
仕
分
け
し
積
み
替
え
ま

す
。Ａ
班
と
Ｂ
班
の
２
班
体
制
で
、
そ

れ
ぞ
れ
６
名
前
後
で
構
成
し
、
ヤ
マ
ト

運
輸
の
社
員
が
各
班
に
１
名
つ
き
ま
す
。

　
荷
物
は
宛
先
住
所
や
送
付
日
、
送
付

時
間
等
バ
ー
コ
ー
ド
管
理
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
不
備
が
生
じ
る
と
送
り

状
に
記
載
し
て
い
る
デ
ー
タ
か
ら
、
再

度
機
械
に
よ
り
作
成
し
直
す
作
業
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
荷
物
で
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
り
の
水
・
ス
イ
カ
・
お
米
等
重

量
物
が
結
構
多
く
苦
労
し
ま
す
。

　
賃
金
は
、
毎
月
25
日
に
銀
行
振
り
込

み
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
早
起
き
で
早
朝
か
ら
体
を
動
か
す
仕

事
が
苦
に
な
ら
な
い
私
は
、
仲
間
と
と

も
に
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

＊
横
線
は
請
負
の
仕
事
と
の
相
違
点
で
す
。

第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

◆
派
遣
の
仕
事
を
経
験
し
て

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
私
は
主
人
を
亡
く
し
て
、
横
浜
か
ら

住
み
な
れ
た
我
が
家
を
処
分
し
て
知
人

の
紹
介
で
調
布
市
の
１
Ｋ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
約
二
年
半
に

な
り
ま
し
た
。

　
荷
物
も
終
活
と
思
い
殆
ど
処
分
し
心

残
り
で
し
た
が
、
引
越
し
た
当
時
は
荷

物
の
中
で
寝
起
き
し
て
い
る
状
態
で
し

た
。
日
が
た
つ
に
つ
れ
何
と
か
真
ん
中

に
通
路
だ
け
は
確
保
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
一
番
困
っ
た
の
は
キ
ッ
チ
ン
の
狭
さ

で
す
。
私
は
元
来
自
分
の
体
に
合
っ
た

好
き
な
も
の
を
調
理
し
て
食
べ
る
の
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
調
理
す
る
マ
ナ
イ

タ
も
遠
慮
し
て
置
く
状
態
で
物
を
ひ
っ

く
り
返
し
た
り
、
包
丁
を
落
と
し
た
り

ヒ
ヤ
リ
と
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
調
布
で
は
、
友
人
も
知
人
も
な
し
、

市
役
所
か
ら
小
冊
子
と
地
図
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
頼
り
に
、
ど
こ
か
面
白
い

所
は
な
い
か
と
、
自
転
車
で
探
索
し
ま

し
た
。憩
の
家
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、

友
人
が
で
き
、
そ
の
方
が
シ
ル
バ
ー
登

録
し
て
い
る
話
を
聞
い
て
入
会
し
ま
し

た
。

　
安
全
標
語
応
募
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
久

し
く
こ
の
様
な
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ
た

の
で
、
応
募
す
る
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
十
才
代
に
も
な
る
と
体
力
、
気
力

も
衰
え
、
つ
い
「
め
ん
ど
う
だ
」
と
云

う
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。「
そ
れ
が
い

け
な
い
」
と
思
い
こ
の
標
語
に
な
り
ま

し
た
。
常
日
頃
の
整
理
整
頓
を
心
が
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
選
考
さ
れ
た

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
標
語
は
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

図－1　今までの「請負」での働き方

発
注
者
（
会
社
等
）

シ
ル
バ
ー
会
員

シルバー人材
センター

★発注者から直接指揮・命令を受けてはいけません

　発
注

　依
頼

　契
約
金

　支
払

　配
分
金

図－2　シルバー派遣事業での働き方

発
注
者
（
会
社
等
）

シ
ル
バ
ー
会
員

財団
〈派遣元〉

地区事業所
（シルバー
人材センター）

★派遣労働会員として働く場合派遣先での就業時、
　指揮命令の下で働きます

派
遣
契
約

雇
用
契
約

派
遣
料
金

請
求
支
払

賃
金
支
払

シ
ル
バ
ー
の
働
き
方

「
請
負
」「
派
遣
」
こ
の
違
い
わ
か
り
ま
す
か
？

○地区全員交流会日程（午前10時開催）
地区

東部

西部

中部

南部

北部

つつじヶ丘児童館ホール

文化会館たづくり12階大会議場

グリーンホール（小）

グリーンホール（小）

文化会館たづくり12階大会議場

10月12日（木）

10月13日（金）

10月18日（水）

10月12日（木）

10月16日（月）

実施日 場　所

（
総
務
部
会
）

部
会
だ
よ
り

地
区
全
員
交
流
会

　
地
区
ご
と
に
会
員
の
皆
が
顔
を
合
わ

せ
る
年
に
一
度
の
交
流
会
が
、
今
年
も

次
の
日
程
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆

様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

平
成
29
年
度

上
半
期
理
事
会
報
告

安
全
点
検
結
果
の

　
　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　
第
１
回
・
安
全
就
業
強
化
月
間
（
７

月
）
に
安
全
点
検
の
実
施
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
全
職
群
班
か
ら
実
施
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
忙
し
い
中
、
安
全
支
援
員

（
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
）
の
皆
さ
ま
に
は

改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
安
全
点
検
10
項
目
の
結
果
よ
り
全
職

群
班
共
に
、「
安
全
」
へ
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
か
ら
、
守
ら
れ
て
い
な
い

項
目
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
い
た

し
ま
す
。

一
、
作
業
前
に
軽
い
柔
軟
体
操
で
体
を

ほ
ぐ
す

　※

手
足
指
首
肩
腰
を
ほ
ぐ
し
て
事
故

防
止
に
努
め
る

一
、
共
同
作
業
で
は
合
図
、
連
絡
を
正

確
に
行
う
こ
と

　

※

単
独
で
も
、
自
分
が
自
分
に
注
意

を
喚
起
し
て
み
て
は
如
何
。

　
こ
の
よ
う
に
就
業
現
場
に
合
っ
た
工

夫
を
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
今
後
共
、
事
故
防
止
に
会
員
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
安
全
管
理
委
員
会
）

発注者満足度調査　集計報告 今回は除草班の発注者を対象にした7月の調査報告です。

＜調査結果＞
①就業態度（仕事への意欲・仕事ぶり・立ち居振る舞い）について

回答数 対象数 106 回答数 回答率（％）63 59％

満足 48 やや満足 普通 やや不満足 不満足 記入なし・不明8 7 0 00

②接遇態度（言葉づかい・服装等身だしなみ）について
満足 47 やや満足 普通 やや不満足 不満足 記入なし・不明8 8 0 00

③就業内容（実務）について【仕事の仕上がりはいかがでしょうか】
満足 50 やや満足 普通 やや不満足 不満足 記入なし・不明8 5 0 00

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

事業実績内訳表

会員数

受託件数

就業実人数

契約金額

H29
6月

H29
7月

1,581

912

967

56,734,867

1,594

899

1,009

59,186,277

H29
8月

1,596

848

994

57,133,341

地　区
東部地区
西部地区
中部地区
南部地区
北部地区
計

新入会員数（H29年7月～9月）
男
6
5
3
3
6
23

女
1
3
4
2
7
17

計
7
8
7
5
13
40

（
事
業
部
会
）
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派
遣
会
員
と
し
て
、
７
月
よ
り
ヤ
マ

ト
運
輸
府
中
東
支
店（
飛
田
給
）で
働
い

て
い
ま
す
。
朝
５
時
か
ら
９
時
ま
で
の

勤
務
で
す
。
出
勤
時
に
出
勤
時
刻
、
退

勤
時
に
退
勤
時
刻
を
勤
務
表
に
記
入
し
、

支
店
長
か
ら
確
認
印
を
も
ら
い
ま
す
。

業
務
開
始
前
に
は
特
別
指
示
事
項
の
伝

達
や
、
新
人
が
い
れ
ば
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
す
が
、
な
に
も
な
け
れ
ば
５
時
に

は
持
ち
場
に
つ
き
作
業
に
入
り
ま
す
。

　
新
入
時
に
仕
事
の
内
容
の
説
明
は
あ

り
ま
す
が
、
あ
と
は
先
輩
の
仕
事
の
仕

方
を
見
て
覚
え
る
こ
と
が
中
心
で
、
ど

う
し
て
も
分
か
ら
な
い
場
合
は
先
輩
に

聞
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る
人
達
は
、

シ
ル
バ
ー
の
会
員
仲
間
７
名（
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
週
２
〜
４
日
の
勤
務
）
と
他
の

派
遣
会
社
の
社
員
と
ア
ル
バ
イ
ト
社
員

合
せ
て
常
時
12
〜
13
名
で
、
ヤ
マ
ト
運

輸
社
員
の
指
揮
命
令
の
も
と
全
員
で
協

有料駐輪場
藤原　登

派遣会員
尾形　龍雄

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

中部清掃
小幡　節子

　
私
は
今
、
調
布
南
第
一
駐
輪
場
で
自

転
車
整
理
の
仕
事
を
週
２
、
３
日
し
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
バ
イ
ク
野
郎
の
履
歴
は
、
約

50
年
に
な
り
ま
す
。
ホ
ン
ダ
、Ｂ
Ｍ
Ｗ

を
始
め
14
台
ほ
ど
に
乗
っ
て
今
に
至
り

ま
す
。

　
幸
い
今
日
ま
で
こ
れ
と
言
っ
た
事
故

も
な
く
、
快
適
な
バ
イ
ク
ラ
イ
フ
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
て
き
ま
し
た
。
ツ
ー
リ
ン

グ
で
は
、
行
き
交
う
ラ
イ
ダ
ー
と
の

ピ
ー
ス
サ
イ
ン
、
バ
イ
ク
を
操
り
風
を

切
り
、
体
全
体
を
使
っ
て
走
る
楽
し
さ
、

又
、
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
曲
が

り
く
ね
っ
た
道
路
）、
林
道
な
ど
、
五

感
に
訴
え
る
確
か
な
感
覚
は
、
何
も
の

に
も
か
え
難
い
充
実
感
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
他
に
も
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の

ラ
イ
ダ
ー
と
の
出
会
い
、
会
話
の
楽
し

さ
や
こ
れ
か
ら
走
り
た
い
各
地
の
名
景
、

名
所
旧
跡
、
遥
か
な
旅
路
へ
の
憧
れ
等
、

尽
き
ぬ
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
東
北
大
学
の
川
島
教
授
の

「
バ
イ
ク
は
脳
の
若
さ
に
効
果
が
あ
る
」

と
い
う
テ
レ
ビ
の
情
報
を
見
て
、
我
が

意
を
得
た
り
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

の
び
の
び
広
場

バ
イ
ク
野
郎
の

　
　
　
　人
生
履
歴

安
全
就
業
標
語

　
　
　応
募
に
寄
せ
て

力
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
業
務
で
す
が
、
最
初
に
配
達
用
ト

ラ
ッ
ク
の
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
に
氷
を
詰

め
る
作
業
を
行
い
、
そ
の
あ
と
主
な
作

業
で
あ
る
宅
配
荷
物
の
積
み
替
え
と
仕

分
け
を
行
い
ま
す
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
一

台
が
朝
５
時
ま
で
に
は
到
着
し
て
お
り
、

12
〜
13
方
面
別
に
待
機
し
て
い
る
配
達

用
ト
ラ
ッ
ク
に
仕
分
け
し
積
み
替
え
ま

す
。Ａ
班
と
Ｂ
班
の
２
班
体
制
で
、
そ

れ
ぞ
れ
６
名
前
後
で
構
成
し
、
ヤ
マ
ト

運
輸
の
社
員
が
各
班
に
１
名
つ
き
ま
す
。

　
荷
物
は
宛
先
住
所
や
送
付
日
、
送
付

時
間
等
バ
ー
コ
ー
ド
管
理
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
不
備
が
生
じ
る
と
送
り

状
に
記
載
し
て
い
る
デ
ー
タ
か
ら
、
再

度
機
械
に
よ
り
作
成
し
直
す
作
業
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
荷
物
で
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
り
の
水
・
ス
イ
カ
・
お
米
等
重

量
物
が
結
構
多
く
苦
労
し
ま
す
。

　
賃
金
は
、
毎
月
25
日
に
銀
行
振
り
込

み
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
早
起
き
で
早
朝
か
ら
体
を
動
か
す
仕

事
が
苦
に
な
ら
な
い
私
は
、
仲
間
と
と

も
に
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

＊
横
線
は
請
負
の
仕
事
と
の
相
違
点
で
す
。

第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

◆
派
遣
の
仕
事
を
経
験
し
て

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
私
は
主
人
を
亡
く
し
て
、
横
浜
か
ら

住
み
な
れ
た
我
が
家
を
処
分
し
て
知
人

の
紹
介
で
調
布
市
の
１
Ｋ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
約
二
年
半
に

な
り
ま
し
た
。

　
荷
物
も
終
活
と
思
い
殆
ど
処
分
し
心

残
り
で
し
た
が
、
引
越
し
た
当
時
は
荷

物
の
中
で
寝
起
き
し
て
い
る
状
態
で
し

た
。
日
が
た
つ
に
つ
れ
何
と
か
真
ん
中

に
通
路
だ
け
は
確
保
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
一
番
困
っ
た
の
は
キ
ッ
チ
ン
の
狭
さ

で
す
。
私
は
元
来
自
分
の
体
に
合
っ
た

好
き
な
も
の
を
調
理
し
て
食
べ
る
の
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
調
理
す
る
マ
ナ
イ

タ
も
遠
慮
し
て
置
く
状
態
で
物
を
ひ
っ

く
り
返
し
た
り
、
包
丁
を
落
と
し
た
り

ヒ
ヤ
リ
と
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
調
布
で
は
、
友
人
も
知
人
も
な
し
、

市
役
所
か
ら
小
冊
子
と
地
図
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
頼
り
に
、
ど
こ
か
面
白
い

所
は
な
い
か
と
、
自
転
車
で
探
索
し
ま

し
た
。憩
の
家
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、

友
人
が
で
き
、
そ
の
方
が
シ
ル
バ
ー
登

録
し
て
い
る
話
を
聞
い
て
入
会
し
ま
し

た
。

　
安
全
標
語
応
募
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
久

し
く
こ
の
様
な
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ
た

の
で
、
応
募
す
る
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
十
才
代
に
も
な
る
と
体
力
、
気
力

も
衰
え
、
つ
い
「
め
ん
ど
う
だ
」
と
云

う
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。「
そ
れ
が
い

け
な
い
」
と
思
い
こ
の
標
語
に
な
り
ま

し
た
。
常
日
頃
の
整
理
整
頓
を
心
が
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
選
考
さ
れ
た

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
標
語
は
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

　
ご
近
所
に
何
人
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
働
く
人
が
お
ら
れ
、
一
緒
に

働
き
ま
せ
ん
か
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
元
気
で
楽
し
そ
う
に
働
い

て
い
る
事
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

私
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
入
会
説
明
を
受
け
た
と
き
、
私
も
こ

れ
な
ら
働
き
た
い
と
思
い
入
会
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　
西
部
公
民
館
で
の
就
業
も
早
い
も
の

で
４
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
利
用
さ
れ
る
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
い

ろ
い
ろ
な
文
化
活
動
に
活
発
に
参
加
さ

れ
て
い
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
に
、

喜
び
を
感
じ
て
楽
し
く
働
い
て
お
り
ま

す
。

　
働
い
て
い
る
仲
間
の
人
達
も
、
人
生

経
験
を
重
ね
て
こ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

個
性
豊
か
で
あ
る
の
は
良
し
と
し
て
、

和
を
も
っ
て
仲
良
く
仕
事
を
す
る
よ
う

に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
入
会
し
よ
う
と
す
る
、
新

人
会
員
（
希
望
者
）
の
方
々
に
、
お
伝

え
し
た
い
事
は
、
会
社
勤
め
を
終
え
た

今
、
何
も
せ
ず
「
意
味
」
も
無
く
生
き

て
い
る
の
が
苦
だ
と
い
う
人
、
高
齢
に

な
っ
て
も
生
き
が
い
を
考
え
た
い
人
達

に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
働

く
よ
ろ
こ
び
」
と
社
会
参
加
に
人
生
の

生
き
て
い
る
「
意
味
」
を
与
え
て
く
れ

る
場
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
多
く
の
会
員
の
人
達
で
、
楽

し
く
働
く
事
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就
業
の
よ
ろ
こ
び

〈92〉

仕
事
を
通
し
て
健
康
に
！

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て

　
　
　
　
　
良
か
っ
た

　
退
職
し
て
、
こ
の
ま
ま
家
に
籠こ

も
る

こ
と
に
不
安
が
あ
っ
た
の
で
、
と
り
あ

え
ず
入
会…

と
い
う
軽
い
気
持
ち
か
ら

３
年
が
過
ぎ
、
や
っ
と
シ
ル
バ
ー
と
し

て
の
自
覚
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

　
就
業
し
て
か
ら
、
仕
事
が
嫌
だ
と
か
、

辛
い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
一
切

な
く
、
今
、
働
い
て
い
る
自
分
に
満
足

し
て
お
り
ま
す
。

　
お
仲
間
と
一
緒
に
色
々
な
事
を
語
り

合
っ
て
い
る
と
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
の

方
々
が
本
当
に
世
の
た
め
懸
命
に
活
動

し
て
お
ら
れ
、
陰
の
力
の
大
き
さ
や
縁

の
下
の
力
持
ち
と
し
て
の
存
在
を
、
頼

も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
人
と
し
て
自
分
の

み
に
時
間
を
使
う
の
で
は
な
く
（
一
寸

と
厳
し
い
か
な
ア
）、
や
は
り
、
自
分

を
も
っ
と
成
長
さ
せ
る
た
め
に
も
、
他

の
人
と
関
わ
り
、
人
の
た
め
に
尽
く
す

こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
喜
び
と
な

り
、
本
当
に
自
分
の
た
め
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
方
々
も
一
生
懸
命
に
働
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
、
会
員
の
方
々
に

も
親
切
に
対
応
し
て
下
さ
る
こ
と
、
と

て
も
感
謝
し
て
お
り
、
一
つ
の
組
織
を

感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

 

調
布
市
の
高
齢
者
支
援

地
域
支
え
合
い
推
進
員
の
活
動
な
ど

　
調
布
市
の
高
齢
者
支
援
は
、「
誰
も

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
、
健
康
で
生
き
が
い
と
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
皆
で
支
え
合

う
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
街
を
め

ざ
す
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
く括く
り
で

数
々
の
施
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
相
談

■
健
康
と
医
療

■
生
き
が
い
・
仕
事

　
○
明
る
い
日
々
を
送
る
た
め
に

　
○
健
康
づ
く
り
事
業

　
○
介
護
予
防
事
業
な
ど

■
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
○
一
人
暮
ら
し
の
方
の
た
め

　
○
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
方
の
た
め

な
ど

■
住
ま
い

　
そ
し
て
、
こ
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ

い
て
も
、
多
く
の
支
援
を
受
け
て
、
私

た
ち
の
元
気
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
市
で
は
従
来
か
ら
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
愛
称
「
み
ま
も
っ
と
」）
と

い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
や
協
力
団
体
な
ど
が
、
日
常
生
活
や

業
務
活
動
中
に
、
地
域
高
齢
者
な
ど
の

異
変
や
生
活
上
の
支
障
な
ど
に
気
づ
い

た
ら
「
①
発
見
」、
そ
の
情
報
を
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
「
②
通
報
」、

対
象
者
の
現
状
把
握
と
即
時
対
応
「
③

相
談
・
対
応
」
を
行
い
、
そ
の
後
も
継

続
的
に
見
守
り
、
状
況
に
応
じ
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
「
④
見
守
り
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
」
を
行
う

も
の
で
す
。

　
ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

に
お
け
る
つ
な
が
り
の
減
少
や
家
族
関

係
の
希
薄
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
支

え
合
い
推
進
員
（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）
を
配
置
し
て
、
趣
味
を
共

通
に
し
た
交
流
会
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
の
サ
ロ
ン
、
気
軽
な
体
操
な
ど
多
種

多
様
な
活
動
へ
の
参
加
を
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
に
強
く
働
き
か
け
、
住
民
主

体
に
よ
る
「
互
助
」
を
基
本
と
し
た
支

え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
未
就
業
や
高
齢
な
ど
を
理
由
に
、「
最

近
、
外
出
が
少
な
く
な
っ
た
な
ァ
〜
、

人
と
会
っ
て
い
な
い
な
ァ
〜
、
体
力
が

め
っ
き
り
落
ち
た
な
ァ
〜
」
と
い
う
皆

さ
ん
・
・
・

　
調
布
市
の
高
齢
者
支
援
は
、
シ
ル

バ
ー
を
卒
業
し
て
も
、
更
な
る
健
康
で

生
き
が
い
と
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
、

様
ざ
ま
な
施
策
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
家
に
籠こ

も
ら
ず
、
一
寸
で
も

表
に
出
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
活
動
に
参

画
し
て
、
健
康
な
日
々
を
送
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

健
　
康
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第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

が
ん
健
診
と
健
康
診
査

　
現
在
、
が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第

一
位
と
な
り
加
え
て
心
臓
病
、
脳
血
管

障
害
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と

い
わ
れ
る
病
気
が
全
死
因
の
七
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
の

多
く
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
健
康
診

査
な
ど
を
受
け
な
け
れ
ば
病
気
の
芽
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
日
々
の
生
活
習
慣
の
中
で
何
が
健
康

に
影
響
し
て
い
る
か
を
検
査
値
で
あ
ら

わ
し
、
教
え
て
く
れ
る
、
そ
れ
が
健
診

の
役
割
で
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
も

あ
り
ま
す
。
受
け
た
だ
け
で
安
心
し
、

後
は
結
果
も
聞
か
ず
振
り
返
ら
な
い

で
は
、
せ
っ
か
く
健
診
を
受
け
た
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。異
常
値
が
出
た
り
、

医
療
を
勧
め
ら
れ
た
ら
積
極
的
に
医
師

の
診
察
を
受
け
て
生
活
習
慣
の
改
善
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

　
一
方
、
が
ん
健
診
は
、
が
ん
が
あ
る

か
無
い
か
の
検
査
で
す
か
ら
、
要
精
密

検
査
の
判
定
に
な
っ
た
ら
速
や
か
に
二

次
検
査
な
ど
の
精
密
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
こ
の
〈
健
診
〉
は
明
確
な
結

果
が
で
ま
す
の
で
が
ん
健
診
を
受
け
た

際
も
結
果
ま
で
き
ち
ん
と
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
世
代
で
は
、
既
に
慢
性
疾
患

の
た
め
に
通
院
治
療
さ
れ
る
方
も
増
え

て
い
ま
す
。
服
薬
で
経
過
が
良
く
な
っ

て
も
治
療
を
中
断
せ
ず
に
継
続
し
自
己

管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〜
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
○新
12
か
条
〜

①
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

②
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け

避
け
る

③
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

④
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

⑤
塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

⑥
野
菜
や
果
物
は
不
足
に
な
ら
な
い
よ

う
に

⑦
適
度
に
運
動

⑧
適
切
な
体
重
維
持

⑨
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防
と
治
療

⑩
定
期
的
な
が
ん
健
診
を

⑪
身
体
の
異
常
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に

受
診
を

⑫
正
し
い
情
報
で
が
ん
を
知
る

（
が
ん
研
究
振
興
財
団
広
報
資
料
）

（
看
護
師
　
吉
村
　
範
子
）

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

　
ご
近
所
に
何
人
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
働
く
人
が
お
ら
れ
、
一
緒
に

働
き
ま
せ
ん
か
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
元
気
で
楽
し
そ
う
に
働
い

て
い
る
事
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

私
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
入
会
説
明
を
受
け
た
と
き
、
私
も
こ

れ
な
ら
働
き
た
い
と
思
い
入
会
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　
西
部
公
民
館
で
の
就
業
も
早
い
も
の

で
４
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
利
用
さ
れ
る
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
い

ろ
い
ろ
な
文
化
活
動
に
活
発
に
参
加
さ

れ
て
い
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
に
、

喜
び
を
感
じ
て
楽
し
く
働
い
て
お
り
ま

す
。

　
働
い
て
い
る
仲
間
の
人
達
も
、
人
生

経
験
を
重
ね
て
こ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

個
性
豊
か
で
あ
る
の
は
良
し
と
し
て
、

和
を
も
っ
て
仲
良
く
仕
事
を
す
る
よ
う

に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
入
会
し
よ
う
と
す
る
、
新

人
会
員
（
希
望
者
）
の
方
々
に
、
お
伝

え
し
た
い
事
は
、
会
社
勤
め
を
終
え
た

今
、
何
も
せ
ず
「
意
味
」
も
無
く
生
き

て
い
る
の
が
苦
だ
と
い
う
人
、
高
齢
に

な
っ
て
も
生
き
が
い
を
考
え
た
い
人
達

に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
働

く
よ
ろ
こ
び
」
と
社
会
参
加
に
人
生
の

生
き
て
い
る
「
意
味
」
を
与
え
て
く
れ

る
場
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
多
く
の
会
員
の
人
達
で
、
楽

し
く
働
く
事
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就
業
の
よ
ろ
こ
び

〈92〉

仕
事
を
通
し
て
健
康
に
！

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て

　
　
　
　
　
良
か
っ
た

　
退
職
し
て
、
こ
の
ま
ま
家
に
籠こ

も
る

こ
と
に
不
安
が
あ
っ
た
の
で
、
と
り
あ

え
ず
入
会…

と
い
う
軽
い
気
持
ち
か
ら

３
年
が
過
ぎ
、
や
っ
と
シ
ル
バ
ー
と
し

て
の
自
覚
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

　
就
業
し
て
か
ら
、
仕
事
が
嫌
だ
と
か
、

辛
い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
一
切

な
く
、
今
、
働
い
て
い
る
自
分
に
満
足

し
て
お
り
ま
す
。

　
お
仲
間
と
一
緒
に
色
々
な
事
を
語
り

合
っ
て
い
る
と
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
の

方
々
が
本
当
に
世
の
た
め
懸
命
に
活
動

し
て
お
ら
れ
、
陰
の
力
の
大
き
さ
や
縁

の
下
の
力
持
ち
と
し
て
の
存
在
を
、
頼

も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
人
と
し
て
自
分
の

み
に
時
間
を
使
う
の
で
は
な
く
（
一
寸

と
厳
し
い
か
な
ア
）、
や
は
り
、
自
分

を
も
っ
と
成
長
さ
せ
る
た
め
に
も
、
他

の
人
と
関
わ
り
、
人
の
た
め
に
尽
く
す

こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
喜
び
と
な

り
、
本
当
に
自
分
の
た
め
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
方
々
も
一
生
懸
命
に
働
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
、
会
員
の
方
々
に

も
親
切
に
対
応
し
て
下
さ
る
こ
と
、
と

て
も
感
謝
し
て
お
り
、
一
つ
の
組
織
を

感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

 

調
布
市
の
高
齢
者
支
援

地
域
支
え
合
い
推
進
員
の
活
動
な
ど

　
調
布
市
の
高
齢
者
支
援
は
、「
誰
も

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
、
健
康
で
生
き
が
い
と
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
皆
で
支
え
合

う
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
街
を
め

ざ
す
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
く括く
り
で

数
々
の
施
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
相
談

■
健
康
と
医
療

■
生
き
が
い
・
仕
事

　
○
明
る
い
日
々
を
送
る
た
め
に

　
○
健
康
づ
く
り
事
業

　
○
介
護
予
防
事
業
な
ど

■
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
○
一
人
暮
ら
し
の
方
の
た
め

　
○
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
方
の
た
め

な
ど

■
住
ま
い

　
そ
し
て
、
こ
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ

い
て
も
、
多
く
の
支
援
を
受
け
て
、
私

た
ち
の
元
気
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
市
で
は
従
来
か
ら
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
愛
称
「
み
ま
も
っ
と
」）
と

い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
や
協
力
団
体
な
ど
が
、
日
常
生
活
や

業
務
活
動
中
に
、
地
域
高
齢
者
な
ど
の

異
変
や
生
活
上
の
支
障
な
ど
に
気
づ
い

た
ら
「
①
発
見
」、
そ
の
情
報
を
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
「
②
通
報
」、

対
象
者
の
現
状
把
握
と
即
時
対
応
「
③

相
談
・
対
応
」
を
行
い
、
そ
の
後
も
継

続
的
に
見
守
り
、
状
況
に
応
じ
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
「
④
見
守
り
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
」
を
行
う

も
の
で
す
。

　
ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

に
お
け
る
つ
な
が
り
の
減
少
や
家
族
関

係
の
希
薄
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
支

え
合
い
推
進
員
（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）
を
配
置
し
て
、
趣
味
を
共

通
に
し
た
交
流
会
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
の
サ
ロ
ン
、
気
軽
な
体
操
な
ど
多
種

多
様
な
活
動
へ
の
参
加
を
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
に
強
く
働
き
か
け
、
住
民
主

体
に
よ
る
「
互
助
」
を
基
本
と
し
た
支

え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
未
就
業
や
高
齢
な
ど
を
理
由
に
、「
最

近
、
外
出
が
少
な
く
な
っ
た
な
ァ
〜
、

人
と
会
っ
て
い
な
い
な
ァ
〜
、
体
力
が

め
っ
き
り
落
ち
た
な
ァ
〜
」
と
い
う
皆

さ
ん
・
・
・

　
調
布
市
の
高
齢
者
支
援
は
、
シ
ル

バ
ー
を
卒
業
し
て
も
、
更
な
る
健
康
で

生
き
が
い
と
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
、

様
ざ
ま
な
施
策
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
家
に
籠こ

も
ら
ず
、
一
寸
で
も

表
に
出
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
活
動
に
参

画
し
て
、
健
康
な
日
々
を
送
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

健
　
康

公民館
広田　吉弘

家事援助
酒井　タエ子

第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

が
ん
健
診
と
健
康
診
査

　
現
在
、
が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第

一
位
と
な
り
加
え
て
心
臓
病
、
脳
血
管

障
害
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と

い
わ
れ
る
病
気
が
全
死
因
の
七
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
の

多
く
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
健
康
診

査
な
ど
を
受
け
な
け
れ
ば
病
気
の
芽
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
日
々
の
生
活
習
慣
の
中
で
何
が
健
康

に
影
響
し
て
い
る
か
を
検
査
値
で
あ
ら

わ
し
、
教
え
て
く
れ
る
、
そ
れ
が
健
診

の
役
割
で
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
も

あ
り
ま
す
。
受
け
た
だ
け
で
安
心
し
、

後
は
結
果
も
聞
か
ず
振
り
返
ら
な
い

で
は
、
せ
っ
か
く
健
診
を
受
け
た
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。異
常
値
が
出
た
り
、

医
療
を
勧
め
ら
れ
た
ら
積
極
的
に
医
師

の
診
察
を
受
け
て
生
活
習
慣
の
改
善
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

　
一
方
、
が
ん
健
診
は
、
が
ん
が
あ
る

か
無
い
か
の
検
査
で
す
か
ら
、
要
精
密

検
査
の
判
定
に
な
っ
た
ら
速
や
か
に
二

次
検
査
な
ど
の
精
密
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
こ
の
〈
健
診
〉
は
明
確
な
結

果
が
で
ま
す
の
で
が
ん
健
診
を
受
け
た

際
も
結
果
ま
で
き
ち
ん
と
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
世
代
で
は
、
既
に
慢
性
疾
患

の
た
め
に
通
院
治
療
さ
れ
る
方
も
増
え

て
い
ま
す
。
服
薬
で
経
過
が
良
く
な
っ

て
も
治
療
を
中
断
せ
ず
に
継
続
し
自
己

管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〜
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
○新
12
か
条
〜

①
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

②
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け

避
け
る

③
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

④
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

⑤
塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

⑥
野
菜
や
果
物
は
不
足
に
な
ら
な
い
よ

う
に

⑦
適
度
に
運
動

⑧
適
切
な
体
重
維
持

⑨
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防
と
治
療

⑩
定
期
的
な
が
ん
健
診
を

⑪
身
体
の
異
常
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に

受
診
を

⑫
正
し
い
情
報
で
が
ん
を
知
る

（
が
ん
研
究
振
興
財
団
広
報
資
料
）

（
看
護
師
　
吉
村
　
範
子
）

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

　
ご
近
所
に
何
人
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
働
く
人
が
お
ら
れ
、
一
緒
に

働
き
ま
せ
ん
か
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
元
気
で
楽
し
そ
う
に
働
い

て
い
る
事
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

私
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
入
会
説
明
を
受
け
た
と
き
、
私
も
こ

れ
な
ら
働
き
た
い
と
思
い
入
会
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　
西
部
公
民
館
で
の
就
業
も
早
い
も
の

で
４
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
利
用
さ
れ
る
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
い

ろ
い
ろ
な
文
化
活
動
に
活
発
に
参
加
さ

れ
て
い
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
に
、

喜
び
を
感
じ
て
楽
し
く
働
い
て
お
り
ま

す
。

　
働
い
て
い
る
仲
間
の
人
達
も
、
人
生

経
験
を
重
ね
て
こ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

個
性
豊
か
で
あ
る
の
は
良
し
と
し
て
、

和
を
も
っ
て
仲
良
く
仕
事
を
す
る
よ
う

に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
入
会
し
よ
う
と
す
る
、
新

人
会
員
（
希
望
者
）
の
方
々
に
、
お
伝

え
し
た
い
事
は
、
会
社
勤
め
を
終
え
た

今
、
何
も
せ
ず
「
意
味
」
も
無
く
生
き

て
い
る
の
が
苦
だ
と
い
う
人
、
高
齢
に

な
っ
て
も
生
き
が
い
を
考
え
た
い
人
達

に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
働

く
よ
ろ
こ
び
」
と
社
会
参
加
に
人
生
の

生
き
て
い
る
「
意
味
」
を
与
え
て
く
れ

る
場
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
多
く
の
会
員
の
人
達
で
、
楽

し
く
働
く
事
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就
業
の
よ
ろ
こ
び

〈92〉

仕
事
を
通
し
て
健
康
に
！

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て

　
　
　
　
　
良
か
っ
た

　
退
職
し
て
、
こ
の
ま
ま
家
に
籠こ

も
る

こ
と
に
不
安
が
あ
っ
た
の
で
、
と
り
あ

え
ず
入
会…

と
い
う
軽
い
気
持
ち
か
ら

３
年
が
過
ぎ
、
や
っ
と
シ
ル
バ
ー
と
し

て
の
自
覚
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

　
就
業
し
て
か
ら
、
仕
事
が
嫌
だ
と
か
、

辛
い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
一
切

な
く
、
今
、
働
い
て
い
る
自
分
に
満
足

し
て
お
り
ま
す
。

　
お
仲
間
と
一
緒
に
色
々
な
事
を
語
り

合
っ
て
い
る
と
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
の

方
々
が
本
当
に
世
の
た
め
懸
命
に
活
動

し
て
お
ら
れ
、
陰
の
力
の
大
き
さ
や
縁

の
下
の
力
持
ち
と
し
て
の
存
在
を
、
頼

も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
人
と
し
て
自
分
の

み
に
時
間
を
使
う
の
で
は
な
く
（
一
寸

と
厳
し
い
か
な
ア
）、
や
は
り
、
自
分

を
も
っ
と
成
長
さ
せ
る
た
め
に
も
、
他

の
人
と
関
わ
り
、
人
の
た
め
に
尽
く
す

こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
喜
び
と
な

り
、
本
当
に
自
分
の
た
め
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
方
々
も
一
生
懸
命
に
働
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
、
会
員
の
方
々
に

も
親
切
に
対
応
し
て
下
さ
る
こ
と
、
と

て
も
感
謝
し
て
お
り
、
一
つ
の
組
織
を

感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

 

調
布
市
の
高
齢
者
支
援

地
域
支
え
合
い
推
進
員
の
活
動
な
ど

　
調
布
市
の
高
齢
者
支
援
は
、「
誰
も

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
、
健
康
で
生
き
が
い
と
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
皆
で
支
え
合

う
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
街
を
め

ざ
す
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
く括く
り
で

数
々
の
施
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
相
談

■
健
康
と
医
療

■
生
き
が
い
・
仕
事

　
○
明
る
い
日
々
を
送
る
た
め
に

　
○
健
康
づ
く
り
事
業

　
○
介
護
予
防
事
業
な
ど

■
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
○
一
人
暮
ら
し
の
方
の
た
め

　
○
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
方
の
た
め

な
ど

■
住
ま
い

　
そ
し
て
、
こ
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ

い
て
も
、
多
く
の
支
援
を
受
け
て
、
私

た
ち
の
元
気
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
市
で
は
従
来
か
ら
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
愛
称
「
み
ま
も
っ
と
」）
と

い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
や
協
力
団
体
な
ど
が
、
日
常
生
活
や

業
務
活
動
中
に
、
地
域
高
齢
者
な
ど
の

異
変
や
生
活
上
の
支
障
な
ど
に
気
づ
い

た
ら
「
①
発
見
」、
そ
の
情
報
を
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
「
②
通
報
」、

対
象
者
の
現
状
把
握
と
即
時
対
応
「
③

相
談
・
対
応
」
を
行
い
、
そ
の
後
も
継

続
的
に
見
守
り
、
状
況
に
応
じ
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
「
④
見
守
り
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
」
を
行
う

も
の
で
す
。

　
ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

に
お
け
る
つ
な
が
り
の
減
少
や
家
族
関

係
の
希
薄
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
支

え
合
い
推
進
員
（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）
を
配
置
し
て
、
趣
味
を
共

通
に
し
た
交
流
会
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
の
サ
ロ
ン
、
気
軽
な
体
操
な
ど
多
種

多
様
な
活
動
へ
の
参
加
を
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
に
強
く
働
き
か
け
、
住
民
主

体
に
よ
る
「
互
助
」
を
基
本
と
し
た
支

え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
未
就
業
や
高
齢
な
ど
を
理
由
に
、「
最

近
、
外
出
が
少
な
く
な
っ
た
な
ァ
〜
、

人
と
会
っ
て
い
な
い
な
ァ
〜
、
体
力
が

め
っ
き
り
落
ち
た
な
ァ
〜
」
と
い
う
皆

さ
ん
・
・
・

　
調
布
市
の
高
齢
者
支
援
は
、
シ
ル

バ
ー
を
卒
業
し
て
も
、
更
な
る
健
康
で

生
き
が
い
と
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
、

様
ざ
ま
な
施
策
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
家
に
籠こ

も
ら
ず
、
一
寸
で
も

表
に
出
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
活
動
に
参

画
し
て
、
健
康
な
日
々
を
送
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

健
　
康

公民館
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第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

が
ん
健
診
と
健
康
診
査

　
現
在
、
が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第

一
位
と
な
り
加
え
て
心
臓
病
、
脳
血
管

障
害
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と

い
わ
れ
る
病
気
が
全
死
因
の
七
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
の

多
く
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
健
康
診

査
な
ど
を
受
け
な
け
れ
ば
病
気
の
芽
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
日
々
の
生
活
習
慣
の
中
で
何
が
健
康

に
影
響
し
て
い
る
か
を
検
査
値
で
あ
ら

わ
し
、
教
え
て
く
れ
る
、
そ
れ
が
健
診

の
役
割
で
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
も

あ
り
ま
す
。
受
け
た
だ
け
で
安
心
し
、

後
は
結
果
も
聞
か
ず
振
り
返
ら
な
い

で
は
、
せ
っ
か
く
健
診
を
受
け
た
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。異
常
値
が
出
た
り
、

医
療
を
勧
め
ら
れ
た
ら
積
極
的
に
医
師

の
診
察
を
受
け
て
生
活
習
慣
の
改
善
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

　
一
方
、
が
ん
健
診
は
、
が
ん
が
あ
る

か
無
い
か
の
検
査
で
す
か
ら
、
要
精
密

検
査
の
判
定
に
な
っ
た
ら
速
や
か
に
二

次
検
査
な
ど
の
精
密
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
こ
の
〈
健
診
〉
は
明
確
な
結

果
が
で
ま
す
の
で
が
ん
健
診
を
受
け
た

際
も
結
果
ま
で
き
ち
ん
と
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
世
代
で
は
、
既
に
慢
性
疾
患

の
た
め
に
通
院
治
療
さ
れ
る
方
も
増
え

て
い
ま
す
。
服
薬
で
経
過
が
良
く
な
っ

て
も
治
療
を
中
断
せ
ず
に
継
続
し
自
己

管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〜
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
○新
12
か
条
〜

①
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

②
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け

避
け
る

③
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

④
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

⑤
塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

⑥
野
菜
や
果
物
は
不
足
に
な
ら
な
い
よ

う
に

⑦
適
度
に
運
動

⑧
適
切
な
体
重
維
持

⑨
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防
と
治
療

⑩
定
期
的
な
が
ん
健
診
を

⑪
身
体
の
異
常
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に

受
診
を

⑫
正
し
い
情
報
で
が
ん
を
知
る

（
が
ん
研
究
振
興
財
団
広
報
資
料
）

（
看
護
師
　
吉
村
　
範
子
）

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

　
ご
近
所
に
何
人
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
働
く
人
が
お
ら
れ
、
一
緒
に

働
き
ま
せ
ん
か
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
元
気
で
楽
し
そ
う
に
働
い

て
い
る
事
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

私
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
入
会
説
明
を
受
け
た
と
き
、
私
も
こ

れ
な
ら
働
き
た
い
と
思
い
入
会
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　
西
部
公
民
館
で
の
就
業
も
早
い
も
の

で
４
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
利
用
さ
れ
る
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
い

ろ
い
ろ
な
文
化
活
動
に
活
発
に
参
加
さ

れ
て
い
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
に
、

喜
び
を
感
じ
て
楽
し
く
働
い
て
お
り
ま

す
。

　
働
い
て
い
る
仲
間
の
人
達
も
、
人
生

経
験
を
重
ね
て
こ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

個
性
豊
か
で
あ
る
の
は
良
し
と
し
て
、

和
を
も
っ
て
仲
良
く
仕
事
を
す
る
よ
う

に
、
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
入
会
し
よ
う
と
す
る
、
新

人
会
員
（
希
望
者
）
の
方
々
に
、
お
伝

え
し
た
い
事
は
、
会
社
勤
め
を
終
え
た

今
、
何
も
せ
ず
「
意
味
」
も
無
く
生
き

て
い
る
の
が
苦
だ
と
い
う
人
、
高
齢
に

な
っ
て
も
生
き
が
い
を
考
え
た
い
人
達

に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
働

く
よ
ろ
こ
び
」
と
社
会
参
加
に
人
生
の

生
き
て
い
る
「
意
味
」
を
与
え
て
く
れ

る
場
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
多
く
の
会
員
の
人
達
で
、
楽

し
く
働
く
事
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

就
業
の
よ
ろ
こ
び

〈92〉

仕
事
を
通
し
て
健
康
に
！

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て

　
　
　
　
　
良
か
っ
た

　
退
職
し
て
、
こ
の
ま
ま
家
に
籠こ

も
る

こ
と
に
不
安
が
あ
っ
た
の
で
、
と
り
あ

え
ず
入
会…

と
い
う
軽
い
気
持
ち
か
ら

３
年
が
過
ぎ
、
や
っ
と
シ
ル
バ
ー
と
し

て
の
自
覚
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

　
就
業
し
て
か
ら
、
仕
事
が
嫌
だ
と
か
、

辛
い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
一
切

な
く
、
今
、
働
い
て
い
る
自
分
に
満
足

し
て
お
り
ま
す
。

　
お
仲
間
と
一
緒
に
色
々
な
事
を
語
り

合
っ
て
い
る
と
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
の

方
々
が
本
当
に
世
の
た
め
懸
命
に
活
動

し
て
お
ら
れ
、
陰
の
力
の
大
き
さ
や
縁

の
下
の
力
持
ち
と
し
て
の
存
在
を
、
頼

も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
人
と
し
て
自
分
の

み
に
時
間
を
使
う
の
で
は
な
く
（
一
寸

と
厳
し
い
か
な
ア
）、
や
は
り
、
自
分

を
も
っ
と
成
長
さ
せ
る
た
め
に
も
、
他

の
人
と
関
わ
り
、
人
の
た
め
に
尽
く
す

こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
喜
び
と
な

り
、
本
当
に
自
分
の
た
め
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
方
々
も
一
生
懸
命
に
働
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
、
会
員
の
方
々
に

も
親
切
に
対
応
し
て
下
さ
る
こ
と
、
と

て
も
感
謝
し
て
お
り
、
一
つ
の
組
織
を

感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

 

調
布
市
の
高
齢
者
支
援

地
域
支
え
合
い
推
進
員
の
活
動
な
ど

　
調
布
市
の
高
齢
者
支
援
は
、「
誰
も

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
、
健
康
で
生
き
が
い
と
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
皆
で
支
え
合

う
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
街
を
め

ざ
す
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
く括く
り
で

数
々
の
施
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
相
談

■
健
康
と
医
療

■
生
き
が
い
・
仕
事

　
○
明
る
い
日
々
を
送
る
た
め
に

　
○
健
康
づ
く
り
事
業

　
○
介
護
予
防
事
業
な
ど

■
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
○
一
人
暮
ら
し
の
方
の
た
め

　
○
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
方
の
た
め

な
ど

■
住
ま
い

　
そ
し
て
、
こ
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ

い
て
も
、
多
く
の
支
援
を
受
け
て
、
私

た
ち
の
元
気
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
市
で
は
従
来
か
ら
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
愛
称
「
み
ま
も
っ
と
」）
と

い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
や
協
力
団
体
な
ど
が
、
日
常
生
活
や

業
務
活
動
中
に
、
地
域
高
齢
者
な
ど
の

異
変
や
生
活
上
の
支
障
な
ど
に
気
づ
い

た
ら
「
①
発
見
」、
そ
の
情
報
を
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
「
②
通
報
」、

対
象
者
の
現
状
把
握
と
即
時
対
応
「
③

相
談
・
対
応
」
を
行
い
、
そ
の
後
も
継

続
的
に
見
守
り
、
状
況
に
応
じ
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
「
④
見
守
り
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
」
を
行
う

も
の
で
す
。

　
ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

に
お
け
る
つ
な
が
り
の
減
少
や
家
族
関

係
の
希
薄
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
支

え
合
い
推
進
員
（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）
を
配
置
し
て
、
趣
味
を
共

通
に
し
た
交
流
会
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
の
サ
ロ
ン
、
気
軽
な
体
操
な
ど
多
種

多
様
な
活
動
へ
の
参
加
を
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
に
強
く
働
き
か
け
、
住
民
主

体
に
よ
る
「
互
助
」
を
基
本
と
し
た
支

え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
未
就
業
や
高
齢
な
ど
を
理
由
に
、「
最

近
、
外
出
が
少
な
く
な
っ
た
な
ァ
〜
、

人
と
会
っ
て
い
な
い
な
ァ
〜
、
体
力
が

め
っ
き
り
落
ち
た
な
ァ
〜
」
と
い
う
皆

さ
ん
・
・
・

　
調
布
市
の
高
齢
者
支
援
は
、
シ
ル

バ
ー
を
卒
業
し
て
も
、
更
な
る
健
康
で

生
き
が
い
と
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
、

様
ざ
ま
な
施
策
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
家
に
籠こ

も
ら
ず
、
一
寸
で
も

表
に
出
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
活
動
に
参

画
し
て
、
健
康
な
日
々
を
送
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

健
　
康

公民館
広田　吉弘

家事援助
酒井　タエ子

第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

が
ん
健
診
と
健
康
診
査

　
現
在
、
が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第

一
位
と
な
り
加
え
て
心
臓
病
、
脳
血
管

障
害
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と

い
わ
れ
る
病
気
が
全
死
因
の
七
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
の

多
く
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
健
康
診

査
な
ど
を
受
け
な
け
れ
ば
病
気
の
芽
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
日
々
の
生
活
習
慣
の
中
で
何
が
健
康

に
影
響
し
て
い
る
か
を
検
査
値
で
あ
ら

わ
し
、
教
え
て
く
れ
る
、
そ
れ
が
健
診

の
役
割
で
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
も

あ
り
ま
す
。
受
け
た
だ
け
で
安
心
し
、

後
は
結
果
も
聞
か
ず
振
り
返
ら
な
い

で
は
、
せ
っ
か
く
健
診
を
受
け
た
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。異
常
値
が
出
た
り
、

医
療
を
勧
め
ら
れ
た
ら
積
極
的
に
医
師

の
診
察
を
受
け
て
生
活
習
慣
の
改
善
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

　
一
方
、
が
ん
健
診
は
、
が
ん
が
あ
る

か
無
い
か
の
検
査
で
す
か
ら
、
要
精
密

検
査
の
判
定
に
な
っ
た
ら
速
や
か
に
二

次
検
査
な
ど
の
精
密
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
こ
の
〈
健
診
〉
は
明
確
な
結

果
が
で
ま
す
の
で
が
ん
健
診
を
受
け
た

際
も
結
果
ま
で
き
ち
ん
と
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
世
代
で
は
、
既
に
慢
性
疾
患

の
た
め
に
通
院
治
療
さ
れ
る
方
も
増
え

て
い
ま
す
。
服
薬
で
経
過
が
良
く
な
っ

て
も
治
療
を
中
断
せ
ず
に
継
続
し
自
己

管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〜
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
○新
12
か
条
〜

①
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

②
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け

避
け
る

③
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

④
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

⑤
塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

⑥
野
菜
や
果
物
は
不
足
に
な
ら
な
い
よ

う
に

⑦
適
度
に
運
動

⑧
適
切
な
体
重
維
持

⑨
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防
と
治
療

⑩
定
期
的
な
が
ん
健
診
を

⑪
身
体
の
異
常
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に

受
診
を

⑫
正
し
い
情
報
で
が
ん
を
知
る

（
が
ん
研
究
振
興
財
団
広
報
資
料
）

（
看
護
師
　
吉
村
　
範
子
）

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

図－1　今までの「請負」での働き方

発
注
者
（
会
社
等
）

シ
ル
バ
ー
会
員

シルバー人材
センター

★発注者から直接指揮・命令を受けてはいけません

　発
注

　依
頼

　契
約
金

　支
払

　配
分
金

図－2　シルバー派遣事業での働き方

発
注
者
（
会
社
等
）

シ
ル
バ
ー
会
員

財団
〈派遣元〉

地区事業所
（シルバー
人材センター）

★派遣労働会員として働く場合派遣先での就業時、
　指揮命令の下で働きます

派
遣
契
約

雇
用
契
約

派
遣
料
金

請
求
支
払

賃
金
支
払

シ
ル
バ
ー
の
働
き
方

「
請
負
」「
派
遣
」
こ
の
違
い
わ
か
り
ま
す
か
？

○地区全員交流会日程（午前10時開催）
地区

東部

西部

中部

南部

北部

つつじヶ丘児童館ホール

文化会館たづくり12階大会議場

グリーンホール（小）

グリーンホール（小）

文化会館たづくり12階大会議場

10月12日（木）

10月13日（金）

10月18日（水）

10月12日（木）

10月16日（月）

実施日 場　所

（
総
務
部
会
）

部
会
だ
よ
り

地
区
全
員
交
流
会

　
地
区
ご
と
に
会
員
の
皆
が
顔
を
合
わ

せ
る
年
に
一
度
の
交
流
会
が
、
今
年
も

次
の
日
程
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆

様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

平
成
29
年
度

上
半
期
理
事
会
報
告

安
全
点
検
結
果
の

　
　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　
第
１
回
・
安
全
就
業
強
化
月
間
（
７

月
）
に
安
全
点
検
の
実
施
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
全
職
群
班
か
ら
実
施
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
忙
し
い
中
、
安
全
支
援
員

（
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
）
の
皆
さ
ま
に
は

改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
安
全
点
検
10
項
目
の
結
果
よ
り
全
職

群
班
共
に
、「
安
全
」
へ
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
か
ら
、
守
ら
れ
て
い
な
い

項
目
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
い
た

し
ま
す
。

一
、
作
業
前
に
軽
い
柔
軟
体
操
で
体
を

ほ
ぐ
す

　※

手
足
指
首
肩
腰
を
ほ
ぐ
し
て
事
故

防
止
に
努
め
る

一
、
共
同
作
業
で
は
合
図
、
連
絡
を
正

確
に
行
う
こ
と

　

※

単
独
で
も
、
自
分
が
自
分
に
注
意

を
喚
起
し
て
み
て
は
如
何
。

　
こ
の
よ
う
に
就
業
現
場
に
合
っ
た
工

夫
を
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
今
後
共
、
事
故
防
止
に
会
員
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
安
全
管
理
委
員
会
）

発注者満足度調査　集計報告 今回は除草班の発注者を対象にした7月の調査報告です。

＜調査結果＞
①就業態度（仕事への意欲・仕事ぶり・立ち居振る舞い）について

回答数 対象数 106 回答数 回答率（％）63 59％

満足 48 やや満足 普通 やや不満足 不満足 記入なし・不明8 7 0 00

②接遇態度（言葉づかい・服装等身だしなみ）について
満足 47 やや満足 普通 やや不満足 不満足 記入なし・不明8 8 0 00

③就業内容（実務）について【仕事の仕上がりはいかがでしょうか】
満足 50 やや満足 普通 やや不満足 不満足 記入なし・不明8 5 0 00

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

事業実績内訳表

会員数

受託件数

就業実人数

契約金額

H29
6月

H29
7月

1,581

912

967

56,734,867

1,594

899

1,009

59,186,277

H29
8月

1,596

848

994

57,133,341

地　区
東部地区
西部地区
中部地区
南部地区
北部地区
計

新入会員数（H29年7月～9月）
男
6
5
3
3
6
23

女
1
3
4
2
7
17

計
7
8
7
5
13
40

（
事
業
部
会
）
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派
遣
会
員
と
し
て
、
７
月
よ
り
ヤ
マ

ト
運
輸
府
中
東
支
店（
飛
田
給
）で
働
い

て
い
ま
す
。
朝
５
時
か
ら
９
時
ま
で
の

勤
務
で
す
。
出
勤
時
に
出
勤
時
刻
、
退

勤
時
に
退
勤
時
刻
を
勤
務
表
に
記
入
し
、

支
店
長
か
ら
確
認
印
を
も
ら
い
ま
す
。

業
務
開
始
前
に
は
特
別
指
示
事
項
の
伝

達
や
、
新
人
が
い
れ
ば
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
す
が
、
な
に
も
な
け
れ
ば
５
時
に

は
持
ち
場
に
つ
き
作
業
に
入
り
ま
す
。

　
新
入
時
に
仕
事
の
内
容
の
説
明
は
あ

り
ま
す
が
、
あ
と
は
先
輩
の
仕
事
の
仕

方
を
見
て
覚
え
る
こ
と
が
中
心
で
、
ど

う
し
て
も
分
か
ら
な
い
場
合
は
先
輩
に

聞
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る
人
達
は
、

シ
ル
バ
ー
の
会
員
仲
間
７
名（
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
週
２
〜
４
日
の
勤
務
）
と
他
の

派
遣
会
社
の
社
員
と
ア
ル
バ
イ
ト
社
員

合
せ
て
常
時
12
〜
13
名
で
、
ヤ
マ
ト
運

輸
社
員
の
指
揮
命
令
の
も
と
全
員
で
協

第148号第148号 働働働働くく働働く働働くくよよくくよくくろろろろよよろよよこころろころろびびここびここ

有料駐輪場
藤原　登

派遣会員
尾形　龍雄

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

中部清掃
小幡　節子

　
私
は
今
、
調
布
南
第
一
駐
輪
場
で
自

転
車
整
理
の
仕
事
を
週
２
、
３
日
し
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
バ
イ
ク
野
郎
の
履
歴
は
、
約

50
年
に
な
り
ま
す
。
ホ
ン
ダ
、Ｂ
Ｍ
Ｗ

を
始
め
14
台
ほ
ど
に
乗
っ
て
今
に
至
り

ま
す
。

　
幸
い
今
日
ま
で
こ
れ
と
言
っ
た
事
故

も
な
く
、
快
適
な
バ
イ
ク
ラ
イ
フ
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
て
き
ま
し
た
。
ツ
ー
リ
ン

グ
で
は
、
行
き
交
う
ラ
イ
ダ
ー
と
の

ピ
ー
ス
サ
イ
ン
、
バ
イ
ク
を
操
り
風
を

切
り
、
体
全
体
を
使
っ
て
走
る
楽
し
さ
、

又
、
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
曲
が

り
く
ね
っ
た
道
路
）、
林
道
な
ど
、
五

感
に
訴
え
る
確
か
な
感
覚
は
、
何
も
の

に
も
か
え
難
い
充
実
感
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
他
に
も
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の

ラ
イ
ダ
ー
と
の
出
会
い
、
会
話
の
楽
し

さ
や
こ
れ
か
ら
走
り
た
い
各
地
の
名
景
、

名
所
旧
跡
、
遥
か
な
旅
路
へ
の
憧
れ
等
、

尽
き
ぬ
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
東
北
大
学
の
川
島
教
授
の

「
バ
イ
ク
は
脳
の
若
さ
に
効
果
が
あ
る
」

と
い
う
テ
レ
ビ
の
情
報
を
見
て
、
我
が

意
を
得
た
り
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

の
び
の
び
広
場

バ
イ
ク
野
郎
の

　
　
　
　人
生
履
歴

安
全
就
業
標
語

　
　
　応
募
に
寄
せ
て

力
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
業
務
で
す
が
、
最
初
に
配
達
用
ト

ラ
ッ
ク
の
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
に
氷
を
詰

め
る
作
業
を
行
い
、
そ
の
あ
と
主
な
作

業
で
あ
る
宅
配
荷
物
の
積
み
替
え
と
仕

分
け
を
行
い
ま
す
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
一

台
が
朝
５
時
ま
で
に
は
到
着
し
て
お
り
、

12
〜
13
方
面
別
に
待
機
し
て
い
る
配
達

用
ト
ラ
ッ
ク
に
仕
分
け
し
積
み
替
え
ま

す
。Ａ
班
と
Ｂ
班
の
２
班
体
制
で
、
そ

れ
ぞ
れ
６
名
前
後
で
構
成
し
、
ヤ
マ
ト

運
輸
の
社
員
が
各
班
に
１
名
つ
き
ま
す
。

　
荷
物
は
宛
先
住
所
や
送
付
日
、
送
付

時
間
等
バ
ー
コ
ー
ド
管
理
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
不
備
が
生
じ
る
と
送
り

状
に
記
載
し
て
い
る
デ
ー
タ
か
ら
、
再

度
機
械
に
よ
り
作
成
し
直
す
作
業
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
荷
物
で
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
り
の
水
・
ス
イ
カ
・
お
米
等
重

量
物
が
結
構
多
く
苦
労
し
ま
す
。

　
賃
金
は
、
毎
月
25
日
に
銀
行
振
り
込

み
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
早
起
き
で
早
朝
か
ら
体
を
動
か
す
仕

事
が
苦
に
な
ら
な
い
私
は
、
仲
間
と
と

も
に
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

＊
横
線
は
請
負
の
仕
事
と
の
相
違
点
で
す
。

第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

◆
派
遣
の
仕
事
を
経
験
し
て

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
私
は
主
人
を
亡
く
し
て
、
横
浜
か
ら

住
み
な
れ
た
我
が
家
を
処
分
し
て
知
人

の
紹
介
で
調
布
市
の
１
Ｋ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
約
二
年
半
に

な
り
ま
し
た
。

　
荷
物
も
終
活
と
思
い
殆
ど
処
分
し
心

残
り
で
し
た
が
、
引
越
し
た
当
時
は
荷

物
の
中
で
寝
起
き
し
て
い
る
状
態
で
し

た
。
日
が
た
つ
に
つ
れ
何
と
か
真
ん
中

に
通
路
だ
け
は
確
保
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
一
番
困
っ
た
の
は
キ
ッ
チ
ン
の
狭
さ

で
す
。
私
は
元
来
自
分
の
体
に
合
っ
た

好
き
な
も
の
を
調
理
し
て
食
べ
る
の
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
調
理
す
る
マ
ナ
イ

タ
も
遠
慮
し
て
置
く
状
態
で
物
を
ひ
っ

く
り
返
し
た
り
、
包
丁
を
落
と
し
た
り

ヒ
ヤ
リ
と
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
調
布
で
は
、
友
人
も
知
人
も
な
し
、

市
役
所
か
ら
小
冊
子
と
地
図
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
頼
り
に
、
ど
こ
か
面
白
い

所
は
な
い
か
と
、
自
転
車
で
探
索
し
ま

し
た
。憩
の
家
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、

友
人
が
で
き
、
そ
の
方
が
シ
ル
バ
ー
登

録
し
て
い
る
話
を
聞
い
て
入
会
し
ま
し

た
。

　
安
全
標
語
応
募
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
久

し
く
こ
の
様
な
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ
た

の
で
、
応
募
す
る
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
十
才
代
に
も
な
る
と
体
力
、
気
力

も
衰
え
、
つ
い
「
め
ん
ど
う
だ
」
と
云

う
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。「
そ
れ
が
い

け
な
い
」
と
思
い
こ
の
標
語
に
な
り
ま

し
た
。
常
日
頃
の
整
理
整
頓
を
心
が
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
選
考
さ
れ
た

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
標
語
は
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

図－1　今までの「請負」での働き方

発
注
者
（
会
社
等
）

シ
ル
バ
ー
会
員

シルバー人材
センター

★発注者から直接指揮・命令を受けてはいけません

　発
注

　依
頼

　契
約
金

　支
払

　配
分
金

図－2　シルバー派遣事業での働き方

発
注
者
（
会
社
等
）

シ
ル
バ
ー
会
員

財団
〈派遣元〉

地区事業所
（シルバー
人材センター）

★派遣労働会員として働く場合派遣先での就業時、
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地
区
ご
と
に
会
員
の
皆
が
顔
を
合
わ

せ
る
年
に
一
度
の
交
流
会
が
、
今
年
も

次
の
日
程
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆

様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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１
回
・
４
月
21
日
（
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後

〈
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⑴
入
退
会
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承
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⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
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会
及
び
委
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会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
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５
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〈
審
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入
退
会
の
承
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平
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第
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６
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⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認
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午
後
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審
議
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⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
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は
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提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
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委
員
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等
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４
件
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・
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（
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午
後
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審
議
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⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

平
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理
事
会
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安
全
点
検
結
果
の

　
　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　
第
１
回
・
安
全
就
業
強
化
月
間
（
７

月
）
に
安
全
点
検
の
実
施
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
全
職
群
班
か
ら
実
施
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
忙
し
い
中
、
安
全
支
援
員

（
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
）
の
皆
さ
ま
に
は

改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
安
全
点
検
10
項
目
の
結
果
よ
り
全
職

群
班
共
に
、「
安
全
」
へ
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
か
ら
、
守
ら
れ
て
い
な
い

項
目
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
い
た

し
ま
す
。

一
、
作
業
前
に
軽
い
柔
軟
体
操
で
体
を

ほ
ぐ
す

　※

手
足
指
首
肩
腰
を
ほ
ぐ
し
て
事
故

防
止
に
努
め
る

一
、
共
同
作
業
で
は
合
図
、
連
絡
を
正

確
に
行
う
こ
と

　

※

単
独
で
も
、
自
分
が
自
分
に
注
意

を
喚
起
し
て
み
て
は
如
何
。

　
こ
の
よ
う
に
就
業
現
場
に
合
っ
た
工

夫
を
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
今
後
共
、
事
故
防
止
に
会
員
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
安
全
管
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委
員
会
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全
職
群
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か
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実
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報
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を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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し
い
中
、
安
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支
援
員

（
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
）
の
皆
さ
ま
に
は

項
目
の
結
果
よ
り
全
職

群
班
共
に
、「
安
全
」
へ
の
思
い
が
伝

　
そ
の
結
果
か
ら
、
守
ら
れ
て
い
な
い

項
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に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
い
た

一
、
作
業
前
に
軽
い
柔
軟
体
操
で
体
を

手
足
指
首
肩
腰
を
ほ
ぐ
し
て
事
故

一
、
共
同
作
業
で
は
合
図
、
連
絡
を
正

単
独
で
も
、
自
分
が
自
分
に
注
意

　
こ
の
よ
う
に
就
業
現
場
に
合
っ
た
工

　
今
後
共
、
事
故
防
止
に
会
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皆
さ
ま

（
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発注者満足度調査　集計報告 今回は除草班の発注者を対象にした7月の調査報告です。

＜調査結果＞
①就業態度（仕事への意欲・仕事ぶり・立ち居振る舞い）について

回答数 対象数 106 回答数 回答率（％）63 59％

満足 48 やや満足 普通 やや不満足 不満足 記入なし・不明8 7 0 00

②接遇態度（言葉づかい・服装等身だしなみ）について
満足 47 やや満足 普通 やや不満足 不満足 記入なし・不明8 8 0 00

③就業内容（実務）について【仕事の仕上がりはいかがでしょうか】
満足 50 やや満足 普通 やや不満足 不満足 記入なし・不明8 5 0 00

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

事業実績内訳表

会員数
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就業実人数
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H29
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1,009

59,186,277
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派
遣
会
員
と
し
て
、
７
月
よ
り
ヤ
マ

ト
運
輸
府
中
東
支
店（
飛
田
給
）で
働
い

て
い
ま
す
。
朝
５
時
か
ら
９
時
ま
で
の

勤
務
で
す
。
出
勤
時
に
出
勤
時
刻
、
退

勤
時
に
退
勤
時
刻
を
勤
務
表
に
記
入
し
、

支
店
長
か
ら
確
認
印
を
も
ら
い
ま
す
。

業
務
開
始
前
に
は
特
別
指
示
事
項
の
伝

達
や
、
新
人
が
い
れ
ば
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
す
が
、
な
に
も
な
け
れ
ば
５
時
に

は
持
ち
場
に
つ
き
作
業
に
入
り
ま
す
。

　
新
入
時
に
仕
事
の
内
容
の
説
明
は
あ

り
ま
す
が
、
あ
と
は
先
輩
の
仕
事
の
仕

方
を
見
て
覚
え
る
こ
と
が
中
心
で
、
ど

う
し
て
も
分
か
ら
な
い
場
合
は
先
輩
に

聞
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る
人
達
は
、

シ
ル
バ
ー
の
会
員
仲
間
７
名（
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
週
２
〜
４
日
の
勤
務
）
と
他
の

派
遣
会
社
の
社
員
と
ア
ル
バ
イ
ト
社
員

合
せ
て
常
時
12
〜
13
名
で
、
ヤ
マ
ト
運

輸
社
員
の
指
揮
命
令
の
も
と
全
員
で
協

有料駐輪場
藤原　登

派遣会員
尾形　龍雄

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

中部清掃
小幡　節子

　
私
は
今
、
調
布
南
第
一
駐
輪
場
で
自

転
車
整
理
の
仕
事
を
週
２
、
３
日
し
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
バ
イ
ク
野
郎
の
履
歴
は
、
約

50
年
に
な
り
ま
す
。
ホ
ン
ダ
、Ｂ
Ｍ
Ｗ

を
始
め
14
台
ほ
ど
に
乗
っ
て
今
に
至
り

ま
す
。

　
幸
い
今
日
ま
で
こ
れ
と
言
っ
た
事
故

も
な
く
、
快
適
な
バ
イ
ク
ラ
イ
フ
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
て
き
ま
し
た
。
ツ
ー
リ
ン

グ
で
は
、
行
き
交
う
ラ
イ
ダ
ー
と
の

ピ
ー
ス
サ
イ
ン
、
バ
イ
ク
を
操
り
風
を

切
り
、
体
全
体
を
使
っ
て
走
る
楽
し
さ
、

又
、
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
曲
が

り
く
ね
っ
た
道
路
）、
林
道
な
ど
、
五

感
に
訴
え
る
確
か
な
感
覚
は
、
何
も
の

に
も
か
え
難
い
充
実
感
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
他
に
も
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の

ラ
イ
ダ
ー
と
の
出
会
い
、
会
話
の
楽
し

さ
や
こ
れ
か
ら
走
り
た
い
各
地
の
名
景
、

名
所
旧
跡
、
遥
か
な
旅
路
へ
の
憧
れ
等
、

尽
き
ぬ
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
東
北
大
学
の
川
島
教
授
の

「
バ
イ
ク
は
脳
の
若
さ
に
効
果
が
あ
る
」

と
い
う
テ
レ
ビ
の
情
報
を
見
て
、
我
が

意
を
得
た
り
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

の
び
の
び
広
場

バ
イ
ク
野
郎
の

　
　
　
　人
生
履
歴

安
全
就
業
標
語

　
　
　応
募
に
寄
せ
て

力
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
業
務
で
す
が
、
最
初
に
配
達
用
ト

ラ
ッ
ク
の
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
に
氷
を
詰

め
る
作
業
を
行
い
、
そ
の
あ
と
主
な
作

業
で
あ
る
宅
配
荷
物
の
積
み
替
え
と
仕

分
け
を
行
い
ま
す
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
一

台
が
朝
５
時
ま
で
に
は
到
着
し
て
お
り
、

12
〜
13
方
面
別
に
待
機
し
て
い
る
配
達

用
ト
ラ
ッ
ク
に
仕
分
け
し
積
み
替
え
ま

す
。Ａ
班
と
Ｂ
班
の
２
班
体
制
で
、
そ

れ
ぞ
れ
６
名
前
後
で
構
成
し
、
ヤ
マ
ト

運
輸
の
社
員
が
各
班
に
１
名
つ
き
ま
す
。

　
荷
物
は
宛
先
住
所
や
送
付
日
、
送
付

時
間
等
バ
ー
コ
ー
ド
管
理
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
不
備
が
生
じ
る
と
送
り

状
に
記
載
し
て
い
る
デ
ー
タ
か
ら
、
再

度
機
械
に
よ
り
作
成
し
直
す
作
業
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
荷
物
で
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
り
の
水
・
ス
イ
カ
・
お
米
等
重

量
物
が
結
構
多
く
苦
労
し
ま
す
。

　
賃
金
は
、
毎
月
25
日
に
銀
行
振
り
込

み
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
早
起
き
で
早
朝
か
ら
体
を
動
か
す
仕

事
が
苦
に
な
ら
な
い
私
は
、
仲
間
と
と

も
に
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

＊
横
線
は
請
負
の
仕
事
と
の
相
違
点
で
す
。

第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

◆
派
遣
の
仕
事
を
経
験
し
て

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
私
は
主
人
を
亡
く
し
て
、
横
浜
か
ら

住
み
な
れ
た
我
が
家
を
処
分
し
て
知
人

の
紹
介
で
調
布
市
の
１
Ｋ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
約
二
年
半
に

な
り
ま
し
た
。

　
荷
物
も
終
活
と
思
い
殆
ど
処
分
し
心

残
り
で
し
た
が
、
引
越
し
た
当
時
は
荷

物
の
中
で
寝
起
き
し
て
い
る
状
態
で
し

た
。
日
が
た
つ
に
つ
れ
何
と
か
真
ん
中

に
通
路
だ
け
は
確
保
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
一
番
困
っ
た
の
は
キ
ッ
チ
ン
の
狭
さ

で
す
。
私
は
元
来
自
分
の
体
に
合
っ
た

好
き
な
も
の
を
調
理
し
て
食
べ
る
の
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
調
理
す
る
マ
ナ
イ

タ
も
遠
慮
し
て
置
く
状
態
で
物
を
ひ
っ

く
り
返
し
た
り
、
包
丁
を
落
と
し
た
り

ヒ
ヤ
リ
と
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
調
布
で
は
、
友
人
も
知
人
も
な
し
、

市
役
所
か
ら
小
冊
子
と
地
図
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
頼
り
に
、
ど
こ
か
面
白
い

所
は
な
い
か
と
、
自
転
車
で
探
索
し
ま

し
た
。憩
の
家
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、

友
人
が
で
き
、
そ
の
方
が
シ
ル
バ
ー
登

録
し
て
い
る
話
を
聞
い
て
入
会
し
ま
し

た
。

　
安
全
標
語
応
募
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
久

し
く
こ
の
様
な
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ
た

の
で
、
応
募
す
る
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
十
才
代
に
も
な
る
と
体
力
、
気
力

も
衰
え
、
つ
い
「
め
ん
ど
う
だ
」
と
云

う
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。「
そ
れ
が
い

け
な
い
」
と
思
い
こ
の
標
語
に
な
り
ま

し
た
。
常
日
頃
の
整
理
整
頓
を
心
が
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
選
考
さ
れ
た

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
標
語
は
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
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〈
東
京
都
連
合
平
成
29
年
度

　  安
全
就
業
標
語
優
秀
賞
受
賞
〉

　
平
成
29
年
９
月
29
日
（
金
）
東
京
し

ご
と
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
、
平

成
29
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安

全
大
会
に
お
き
ま
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー

の
小
幡
節
子
会
員
が
、
東
京
都
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
が
選
ぶ
、
平

成
29
年
度
安
全
標
語
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
昨
年
12
月
に
当
セ

ン
タ
ー
に
て
、
安
全
標
語
の
優
秀
作
品

に
選
ば
れ
、
東
京
都
連
合
に
推
薦
し
、

受
賞
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

（
安
全
管
理
委
員
会
）

〈
会
員
手
帳
の
配
布
〉

　
お
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月

１
日
（
水
）
よ
り
事
務
局
に
て
お
渡
し

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

●
●
編
集
後
記
●
●

事
業
予
定

平
成
29
年

10
月
10
日
㈫
　
会
員
の
就
業
相
談

　
　
11
日
㈬
　
就
業
希
望
懇
談
会

　
　
12
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
12
日
㈭
　
東
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
12
日
㈭
　
南
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
13
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
13
日
㈮
　
西
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
16
日
㈪
　
北
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
18
日
㈬
　
中
部
地
区
全
員
交
流
会

　
　
19
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
20
日
㈮
　
第
６
回
理
事
会

11
月
９
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
12
日
㈰
　
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
　
15
日
㈬
　
配
分
金
支
払
い

　
　
16
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
17
日
㈮
　
第
７
回
理
事
会

12
月
３
日
㈰
　
福
祉
ま
つ
り

　
　
14
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
15
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
21
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
22
日
㈮
　
第
８
回
理
事
会

平
成
30
年

１
月
９
日
㈫
　
会
員
の
就
業
相
談

　
　
11
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
18
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修

　
　
19
日
㈮
　
配
分
金
支
払
い

　
　
19
日
㈮
　
第
９
回
理
事
会

秋の風景（会員内藤忠治さん）学童クラブ班（西部・多摩川有志）

小学校（東西）　健康体操（有志）

　
次
の
職
種
で
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

を
対
象
に
、
研
修
会
を
計
画
い
た
し
ま

す
の
で
事
務
局
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

①
除
草
　
②
草
刈
り
（
機
械
刈
り
）　

③
植
木
剪
定
　
④
大
工
・
左
官
　

⑤
襖
・
障
子
　
⑥
壁
装

※

技
能
職
後
継
者
育
成
研
修
案
内

「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」

　
運
動
し
て
も
痩
せ
な
い
し
、
本
を

読
む
と
目
が
か
す
む
こ
の
頃
で
す
が
、

お
陰
様
で
食
事
も
お
酒
も
美
味
し
く

い
た
だ
き
、
さ
さ
や
か
な
仕
事
に
生

き
が
い
を
感
じ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

も
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
シ
ル
バ
ー
人
生
を
皆
さ
ん
も

楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　
今
回
、
会
報
の
編
集
を
通
し
、
ま

た
新
し
い
仲
間
に
出
会
え
た
感
じ
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
も「
こ

ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
方
・
素
敵
な

方
」
を
是
非
紙
面
で
ご
紹
介
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
号
で
は
、
派
遣
契
約
に
よ

る
就
業
機
会
の
拡
大
に
つ
い
て
特
集

し
ま
し
た
。
私
た
ち
も
シ
ル
バ
ー
独

自
の
派
遣
制
度
を
正
し
く
理
解
し
、

積
極
的
に
就
業
機
会
の
拡
大
に
対
応

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
先
月
、
調
布
駅
に
待
ち
に

待
っ
た
大
型
の
商
業
施
設
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
映
画
の
街
「
調
布
」

が
ま
す
ま
す
現
実
に
な
っ
て
来
ま
し

た
。
私
達
シ
ニ
ア
世
代
に
と
っ
て
も

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
チ
ャ
ン
ス
到

来
で
す
ね
。 

（
田
中
　
伸
一
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下〈
セ

ン
タ
ー
〉
と
い
う
）
は
、
企
業
・
家
庭
・

公
共
団
体
な
ど
と
、
請
負
契
約
を
結
び
、

そ
の
仕
事
を
会
員
の
皆
さ
ん
が
選
択
し
、

就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
分
金
を

受
け
取
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
請
負
」
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
と
し
て
、

東
京
し
ご
と
財
団
（
以
下
〈
財
団
〉
と

い
う
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
お
客

さ
ま
と
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
と
同
時

に
、
会
員
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
発
注
先
に
派
遣
さ
れ
就
業
を
し
ま

す
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー（
こ
の
場
合〈
地

区
事
業
所
〉
と
い
う
）
が
仕
事
上
の
諸

調
整
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
派
遣
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
各
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、「
請
負
で
は
な
か
な
か
依
頼

が
来
な
か
っ
た
職
種
を
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
が
持
つ
技
能
を
活
か

す
機
会
が
出
来
た
。」「
派
遣
と
請
負
の

違
い
が
明
確
化
で
き
、
発
注
者
に
対
し

て
、
適
正
就
業
の
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
。」「
発
注
先
の
人
と
一
緒
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
請
負
」「
派
遣
」
に
つ
い
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
ご
説
明
す
る

た
め
特
集
を
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
請
負
と
は
、
労
働
の
結
果
と
し
て
仕

事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

発
注
者
か
ら
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ

と
や
、
会
社
の
従
業
員
と
混
合
す
る
働

き
方
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
派
遣
の
場
合
は
、
図
の
と
お
り
会
員

は
、
派
遣
労
働
者
と
な
り
、
派
遣
元
の

財
団
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
生
じ
、
財

団
（
雇
用
主
）
か
ら
賃
金
の
支
払
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
か
ら
日
常
的
な
業
務

の
指
揮
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
う
け

ま
す
。
こ
れ
を
指
揮
命
令
関
係
と
よ
び

ま
す
。

　
こ
の
「
派
遣
」
に
よ
っ
て
、
請
負
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
仕
事

が
可
能
と
な
り
、
仕
事
の
幅
が
広
が
り

第
１
回
・
４
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
事
業
報
告
案

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
２
回
・
５
月
19
日
（
金
）
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
⑶
理
事
候
補
の
選
任
に
つ
い
て

　
⑷
40
周
年
記
念
式
典
・
第
68
回
定
時

総
会
運
営
に
つ
い
て

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
１
回
臨
時
・
６
月
23
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

　
⑵
専
門
部
会
等
の
構
成

　
⑶
顧
問
の
選
任

　
⑷
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

第
３
回
・
７
月
21
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
４
回
・
８
月
18
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
５
回
・
９
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
と
お
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

ま
す
。

　
一
方
で
、
請
負
就
業
と
派
遣
就
業
で

は
、
契
約
手
続
き
が
異
な
る
た
め
、
何

で
も
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
セ

ン
タ
ー
で
は
、
派
遣
先
と
の
書
類
の
や

り
と
り
な
ど
、
苦
労
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
、
財

団
と
セ
ン
タ
ー
と
で
協
力
し
な
が
ら
、

適
正
就
業
の
継
続
と
会
員
の
就
業
機
会

の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
会
員
は
、
臨
時
的
・

短
期
的
に
就
業
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
た
め
、
派
遣
で
あ
っ
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の
会
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
就
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

〈
事
務
局
人
事
異
動
（
８
月
１
日
付
）〉

　８
月
１
日

よ
り
お
世
話

に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
不

慣
れ
な
点
も
多
く
あ
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
一
生
懸
命
勤
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

担
当
業
務
　
民
間
企
業
・
除
草
・
草
刈
・

　
　
　
　
　
塗
装
・
大
工
・
畳

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

須
藤  

豊

　
　
　
主
任

若
江  

智
子

　
　
　
主
事

国
立
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
派
遣
研
修
の
た

め
１
年
間
の
出
向

国
立
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
当
セ
ン
タ
ー

へ
派
遣
研
修
の
た
め
１
年

間
の
出
向若江智子主事

優
秀
賞
受
賞
作
品

「
め
ん
ど
う
だ

　
　
　そ
れ
が
い
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　事
故
の
も
と
」


